
ゆるやかなつながりと、感謝が循環するお互い様文化で、住民同士で日常生活の基盤
を作り、困りごとに動いていけること

分野⑦ 地域社会＋⑧共助・互助（医療・介護・保健・福祉）

「10年後のありたい姿」は

です

住民同士がゆるやかにつ
ながっている

• さりげなく、気にかける人、見守
る人がいて、地域で孤立すること
がない

• 民生委員だけに頼らない

• 義務ではなく、自然・自発

の実現が
必要です

住民の共助の活動が各地
で構築され継続

• 共助の活動を運営するリーダー
が多くいる

• 共助についての住民の共通理解
が浸透している

• 助けてと感謝が循環

生活様式の変化に対応した
新たな自治会

• 必要性が理解され、参画した意味
を実感できる

• スリム化され、優先度の高い活動に
注力している

• 皆で話し合える場がある

“助けて”を拾い、つなげる
仕組みが機能している

• 縦割りや機関を超えて、支援者の連
携が円滑

• 総合的な相談窓口があり、様々な
相談や通報が集まり、必要な部門に
つなぐ

私たちの目的は、お互い様の共通理解で、身近な支え合いを無
理なく継続して行えること だから

この「ありたい姿」の実現には、

【ワークショップの概要】

• 高齢者が増加し、自立した生活に不安を抱える住民が増えるが、共助・互助の網を広げようと仕組み化すること
には限界がある。今一度、共助・互助の必要性を確認し、多くの住民がゆるやかに・さりげなく、他者を気にかけ、
見守るような雰囲気、地域づくりを進め、お互い様の文化を醸成していくことこそ、重要である。

• 住民主体の団体によるケアの活動などを活発化させるには、リーダーと担い手が必要であり、育成確保が必要
であるが、活動を始める人や団体の足をひっぱる風潮もある。困った人が活動者・担い手に頼り、多くの人が感
謝し支える循環をつくりたい。

• 現在の共助・互助には、自治会が多く動員されているが、すでに多くの仕事が集中しており、役員は高齢化、住
民の多くも生活に追われ関与が減っている状況。このため「やらされ感」が募り、前向きに推進されない状況が
ある。今後、自治会を現在の生活様式にあわせて改革し、スリム化と優先課題に重点化していくことが必須。

• また、住民と行政、行政間、行政と関係機関において、困っている人や助けてを拾えるような相談窓口、通報・連
絡先の共有などを強化して、円滑化していくことで、暮らしの安心を実現していくことが必要である。

お互い様の文化の醸成 協働で感知する基盤の理解と楽しさ（脱やらされ感）
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